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地元の味を楽しむ！
はくちょうもちで「もちつき集会」

（１２月６日）

広　　報広　　報

みみ ふふなな ららみみ のの

１１
2026.JANUARY  No.8382026.JANUARY  No.838

南富良野町公式 LINE に登録して、
カラー版広報誌を見てみよう

お持ちのスマートフォンで読み取ってみましょう！！

https://page.line.me/065zdjnk?openQrModal=true
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町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
ご
家
族
お
揃
い
で

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
南
富
良
野
町
の
発
展
の
た
め
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
外
で

大
規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
国
内
で

は
、
台
風
22
号
・
23
号
に
よ
る
大
雨
や
土
砂
災
害

が
鹿
児
島
県
・
静
岡
県
・
熊
本
県
な
ど
各
地
で
発

生
し
、
浸
水
や
土
砂
流
出
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
岩
手
県
大
船
渡
市
や
長
野
県
上
田
市
、

岡
山
県
岡
山
市
な
ど
で
森
林
火
災
が
発
生
し
、
大

分
市
で
も
大
規
模
な
火
災
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
・
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
８
の
海
底
地
震

が
発
生
し
、
太
平
洋
沿
岸
に
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
る
な
ど
広
域
に
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
史
上
最
大
級
の
山
火
事

が
発
生
し
、
総
被
害
額
は
約
５
３
０
億
ド
ル
に
上

り
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
災
害
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
害
に
見
舞
わ
れ
今
も
な
お
厳
し

い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者
の
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
０
２
５
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
大

阪
・
夢
洲
で
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
開
催
さ

れ
、
世
界
１
５
８
カ
国
・
地
域
が
参
加
し
、「
い

の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に

最
新
技
術
や
文
化
交
流
の
場
と
し
て
国
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
人
工
知
能
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
未

来
を
見
据
え
た
先
端
技
術
の
展
示
が
多
く
の
来
場

者
に
感
動
を
与
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
観
光

産
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
我
が
国
の
技
術
力
と
文
化
の
発
信
力
を
世

界
に
示
す
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
、
日
本
全
体
に

と
っ
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
は
ま

す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
の

日
本
人
の
自
然
減
は
過
去
最
高
の
約
90
万
人
と
な

り
、
２
０
２
５
年
に
は
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

謹
賀
新
年

　

令
和
８
年　

年
頭
の
ご
挨
拶

南
富
良
野
町
長
　
髙
橋
　
秀
樹
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が
全
人
口
の
約
５
人
に
１
人
と
な
る
「
２
０
２
５

年
問
題
」
が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
保
障
費

の
増
大
、
医
療
・
介
護
現
場
の
人
手
不
足
、
労
働

力
人
口
の
減
少
な
ど
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性

が
根
本
か
ら
問
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

が
都
市
部
以
上
に
顕
著
で
あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
に
向
け
た

抜
本
的
な
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

政
治
の
分
野
で
は
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収

入
の
裏
金
問
題
な
ど
を
背
景
に
、
総
理
大
臣
が
高

市
早
苗
氏
に
交
代
す
る
な
ど
、
国
内
政
治
に
も
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

南
富
良
野
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
防
災
の
拠
点
と
な
る
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ

Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
工
事
を
進
め
て
お
り
、
令
和

10
年
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、

災
害
時
の
活
動
拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
平
時

に
お
け
る
防
災
教
育
や
地
域
交
流
の
場
と
し
て
も

活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
を
守
る
た
め
、

エ
ー
コ
ー
プ
南
ふ
ら
の
店
を
町
が
全
面
的
に
ご
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
公
設
民
営
方
式
へ
と
変
更

し
、
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
南
ふ
ら
の
店
を
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
身
近
な

場
所
で
日
常
の
買
い
物
が
で
き
る
環
境
を
維
持
す

る
こ
と
は
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
の
質
を
守
る
上

で
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
拠
点

と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
が
行
っ
た
市
町

村
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
南
富
良
野
町
が
全

国
26
位
、
北
海
道
で
は
５
番
目
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、

前
年
の
１
１
２
位
か
ら
実
に
86
位
も
順
位
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、

南
富
良
野
町
の
豊
か
な
自
然
や
魅
力
あ
る
観
光
資

源
が
広
く
認
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

評
価
を
励
み
に
、
さ
ら
な
る
町
の
魅
力
向
上
と
発

信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
人
口
減
少
は
続

い
て
お
り
、
各
分
野
で
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
農
林
業
、
商
工
業
、
医
療
・
福
祉
、

教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
人
材
の
確

保
と
育
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
も
引
き
続
き
、
移
住
定
住
促
進
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
雇
用
の
創
出
な
ど
、
人
口
減
少

対
策
や
地
域
の
活
力
維
持
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
に
、「
ど
ん
な
に
悔
い
て
も
過

去
は
変
わ
ら
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
心
配
し
た
と
こ
ろ

で
未
来
も
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
。
い
ま
、
現

在
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。」
と
い
う
松
下

幸
之
助
さ
ん
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

最
善
を
尽
く
し
て
、
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
こ
う

と
い
う
所
存
で
こ
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次
総
合

計
画
に
沿
っ
て
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
、
南
富
良

野
町
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
併
せ
て
こ

の
一
年
が
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
さ
ら
に
は

南
富
良
野
町
に
と
り
ま
し
て
、
飛
躍
と
安
寧
の
令

和
８
年
と
な
る
よ
う
町
政
執
行
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
こ
と
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年　

元
旦
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謹
賀
新
年

　

令
和
８
年  

年
頭
に
あ
た
っ
て

南
富
良
野
町
議
会
議
長　

酒
井　

年
夫

　

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
天

候
異
変
に
加
え
、
近
年
続
く
物
価
高
騰
に

よ
り
生
活
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
大
変
な

一
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
本
町
に
お
い
て
は
人
口
減
少
、
災
害

へ
の
備
え
、
地
域
産
業
へ
の
影
響
、
商
工

業
者
の
減
少
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
ロ
グ
ホ
テ
ル
ラ
ー
チ
が
鶴
雅
リ
ゾ
ー

ト
へ
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
以
降

は
民
間
の
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
、
か
な

や
ま
湖
を
中
心
と
し
た
更
な
る
観
光
振
興

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

整
備
が
一
段
落
し
た
道
の
駅
周
辺
の
賑
わ

い
創
出
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
工
夫
と

努
力
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
町
立
高
等
学
校
の
安
定
し
た

運
営
の
た
め
に
は
、
学
生
寮
等
の
整
備
に

よ
る
生
徒
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
は

も
と
よ
り
、
教
職
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

も
大
い
に
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
加

え
て
、
今
後
も
町
財
政
の
運
営
は
厳
し
さ

が
予
想
さ
れ
る
中
、
議
会
と
し
て
も
「
ス

ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」
の
視
点
を
持
ち
、

健
全
財
政
の
確
立
に
向
け
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
議
員
は
、
町
民
の
皆
様
の
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声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
町
行
政
の
最
大

公
約
数
を
求
め
つ
つ
、
誠
意
を
も
っ
て
議

論
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
研
鑽
を
重
ね
、
議
会
議
員
と
し
て
の
職

務
を
確
実
に
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
議

員
一
同
、
町
民
の
皆
様
と
心
を
一
つ
に

し
、
よ
り
住
み
よ
い
郷
土
の
実
現
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
い

た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
平
和
で
幸
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年　

元
旦

 

明
け
ま
し
て

　

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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岐
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岐
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幸
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11
月
30
日
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
み
な
く
る
に
お
い
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
１
１
７
名
が
参
加

し
て
、「
南
富
良
野
町
防
犯
と
交

通
安
全
の
住
民
集
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
町
交
通
安
全
協

会 

大
友
会
長
か
ら
「
今
後
も
町

内
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
、
来
賓
の
方
々

か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
防
犯

と
交
通
安
全
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
児
童
生
徒
に
表
彰
状
と

盾
が
授
与
さ
れ
、
防
犯
・
交

通
安
全
の
作
文
の
部
で
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
た
永
井
翔
さ
ん（
南

富
西
小
６
年
）
と
鈴
木
芽
衣
さ

ん
（
南
富
西
小
５
年
）
が
作
文

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

次
に
町
防
犯
協
会
下
金
山
支

部 

松
鶴
健
作
さ
ん
と
町
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
南
ち
ゃ

ん
」
も
登
場
し
、
大
会
宣
言
が

提
案
さ
れ
、
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
集
会
後
半
で
は
、
文

化
庁
芸
術
大
衆
芸
能
部
門
大
賞

な
ど
数
々
の
受
賞
歴
が
あ
る
落

語
家 

林
家
菊
丸
さ
ん
に
よ
る
寄

席
が
行
わ
れ
、
寄
席
な
ら
で
は

の
温
か
い
雰
囲
気
の
中
、
観
客

と
演
者
の
距
離
が
近
く
、
笑
い

声
が
絶
え
な
い
空
間
が
広
が
り

ま
し
た
。

　

町
内
小
中
高
校
の
児
童
生
徒

か
ら
防
犯
の
部
に
標
語
74
点
、

ポ
ス
タ
ー
27
点
、
作
文
８
点
、

交
通
安
全
の
部
に
標
語
87
点
、

ポ
ス
タ
ー
32
点
、
作
文
16
点
の

合
わ
せ
て
２
４
４
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
各
部
門
の
優
秀
賞
に
輝
い

た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
防
犯
作
品
優
秀
賞
受
賞
者

◇
標
語
の
部　

　

松　

鶴　
　
　

雫　

さ
ん

（
南
富
西
小
５
年
）

　

長
谷
川　

璃　

子　

さ
ん

（
南
富
中
２
年
）　

　

三　

浦　

雅　

史　

さ
ん

（
南
富
高
３
年
）

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

　

伊　

藤　

桃　

那　

さ
ん

（
南
富
小
６
年
）

　

松　

鶴　

日　

瑚　

さ
ん

（
南
富
中
２
年
）

◇
作
文
の
部　

　

永　

井　
　
　

翔　

さ
ん

（
南
富
西
小
６
年
）

■
交
通
安
全
作
品
優
秀
賞
受
賞
者

◇
標
語
の
部

　

羽　

野　

優　

奏　

さ
ん

（
南
富
西
小
６
年
）

　

由　

利　

健　

人　

さ
ん

（
南
富
中
１
年
）

　

細　

井　

湧　

斗　

さ
ん

（
南
富
高
２
年
）

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

　

山　

下　

嘉　

穂　

さ
ん

（
南
富
小
６
年
）

　

鳥　

羽　

瑛　

人　

さ
ん

（
南
富
中
１
年
）

◇
作
文
の
部　

　

鈴　

木　

芽　

衣　

さ
ん

（
南
富
西
小
５
年
）

主催者挨拶（大友会長）主催者挨拶（大友会長）

表彰式の様子表彰式の様子

作文を発表する永井翔さん作文を発表する永井翔さん

落語家 林家菊丸さん落語家 林家菊丸さん

第
46
回
南
富
良
野
町
防
犯
と
交
通
安
全
の
住
民
集
会

　
町
防
犯
協
会
（
岩
城
茂 

会
長
）
と
町
交
通
安
全
協
会
（
大
友
忠

雄 

会
長
）
で
は
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
の
た
め
、
明
る
く
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
、
町
民
と
と
も

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
防
犯
運
動
及
び
交
通
安
全
運
動
の
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
南
富
良
野
町
防
犯
と
交
通
安

全
の
住
民
集
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
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作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞 

受
賞
作
品
紹
介

永
井　
　

翔
さ
ん
（
南
富
西
小
６
年
）

鈴
木　

芽
衣
さ
ん
（
南
富
西
小
５
年
）

 

見
え
な
い
世
界
　
安
心
す
る
の
は
　
ま
だ
早
い

松
鶴
　
　
雫
さ
ん
（
南
富
西
小
５
年
）

「
か
ぎ
か
け
た
？
」
　
さ
さ
い
な
声
か
け
　
つ
な
が
る
安
心

長
谷
川
　
璃
子
さ
ん
（
南
富
中
２
年
）

 

即
席
の
　
信
頼
関
係
　
要
注
意

三
浦
　
雅
史
さ
ん
（
南
富
高
３
年
）

 

迷
惑
な
　
あ
お
り
運
転
　
事
故
の
も
と

羽
野
　
優
奏
さ
ん
（
南
富
西
小
６
年
）

 

少
し
だ
け
　
ふ
と
見
た
ス
マ
ホ
が
　
命
と
り

由
利
　
健
人
さ
ん
（
南
富
中
１
年
）

 

時
間
よ
り
　
安
全
運
転
　
第
一
だ

細
井
　
湧
斗
さ
ん
（
南
富
高
２
年
）

山下　嘉穂さん（南富小６年）　山下　嘉穂さん（南富小６年）　

鳥羽　瑛人さん（南富中１年）鳥羽　瑛人さん（南富中１年）

伊藤　桃那さん（南富小６年）伊藤　桃那さん（南富小６年）

松鶴　日瑚さん（南富中２年）　松鶴　日瑚さん（南富中２年）　

防
犯
作
文
の
部
　
優
秀
賞
作
品

交
通
安
全
作
文
の
部
　
優
秀
賞
作
品

防
犯
標
語
の
部
　
優
秀
賞
作
品

交
通
安
全
標
語
の
部

　
優
秀
賞
作
品

防犯ポスターの部
優秀賞作品

交通安全ポスターの部
優秀賞作品

　
受
賞
し
た
作
品
集
の
冊
子
を
ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

総
務
課
防
災
安
全
推
進
室　
☎
５
２
‐
２
１
１
２



88広報みなみふらの 2026.1

スキーシーズン開幕！南ふらのスキー場オープン
今年もいよいよスキーの季節が到来します。南ふらのスキー場は、極上のパウダースノーをお楽し

みいただけます。また、安全祈願祭の実施と従業員による安全動作の確認を終え、皆さまを安心し

てお迎えできる準備が整いました。リフト券は“お得な価格”でご用意しています。

皆様のご利用をお待ちしております !!

や、安いッ！

ＳＮＳをフォローしてスキー場情報をチェック！！

●朝のゲレンデ状況、昨晩からの積雪量、気温と天気、

　リフト運行情報など

Instagram ユーザーネーム：nampu_tourism

20252025Season in
Season in

国設南ふらのスキー場

国設南ふらのスキー場

★リフト料金表

リフト券 大人 シニア 小人 親子

【町民】シーズン券 １０，０００円 ５，０００円 ― ２，０００円

【町外】シーズン券
１５，０００円

（写真代：250 円 / 枚）

７，５００円

（写真代：250 円 / 枚）
―

回数券

（11 回券）

２００円 / 枚

（２，０００円）

１００円 / 枚

（１，０００円）
―

時間券

（４時間）
１，５００円 １，０００円 ―

時間券

（８時間）
２，５００円 １，５００円 ―

※小人は、中学生以下です。幼児は無料。

※町内に居住する小中高校生及び、南富良野高校に通学する生徒は無料。

※シニアは、55 歳以上の方が対象です。購入の際は、年齢が確認できるものをお持ちください。

※親子は、未就学児童のいる家族限定で 1 家族 1 枚とし、使用できる範囲は大人 1 名のみ。

●営業時間（定休日：月曜日、リフトの乗車は営業終了 15 分前まで）

　9 時 00 分 ～ 21 時 00 分（火～土曜日）

　9 時 00 分 ～ 16 時 00 分（日曜日・ナイター営業なし）

 ※月曜日が祝日もしくは振替休日の場合は、日曜日のナイター営業を行います。　

https://www.instagram.com/nampu_ski.camp?utm_source=ig_web_button_share_sheet&igsh=ZDNlZDc0MzIxNw%3D%3D
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魅力ポイント ・ １

　南ふらのスキー場の魅力は、何といっても雪質の良さです。「北海

道パウダーベルト」と呼ばれる北海道内陸の粉雪圏に位置し、気温

が低く湿度も少ない環境で育まれる雪は、サラサラと軽く、まるでパ

ウダーのような質感。スキーやスノーボードの板が雪面を滑る感覚は、

まさに「ふわり」とした浮遊感です。この極上のパウダースノーは、

プロスキーヤーをはじめ多くの方々から高く評価されており、ターン

の切れ味やスピード感を存分に楽しめます。初心者から上級者まで、

誰もが「滑る楽しさ」を実感できるのが南ふらのスキー場の魅力です。

「 上質なパウダースノー 」

魅力ポイント ・ ２

　南ふらのスキー場は、町民が雪を克服し、体力の向上を図り、

明るく健康な生活を築くことを目的として、標高差約 215m、最

大斜度 35 度、最長滑走距離 800m という本格的なゲレンデスペ

ックを誇り、様々なコースが整備されています。

　中間リフトも設置されており、緩やかな斜面ではスキーを始め

る初心者の練習や、レベルに合わせたコース選びが可能です。ま

た、最大斜度 35 度の急斜面の滑走は爽快そのもの！！

「 様々な斜面のコース 」

魅力ポイント ・ ３

　用途に合わせて選べる豊富な種類のリフト券をリーズナブルな

価格でご提供しています。家族でのウィンタースポーツや、仲間

とのスキーにもぴったりです。

　町民割引もあり、地元の皆さまにとってさらにお得です。「この

価格で、この雪質！！」と感じていただけること間違いありません。

　南富良野町ならではの極上パウダースノーと、コストパフォー

マンス抜群のリフト券で、思い切り滑走を楽しんでください！！

「 家計にやさしいリフト料金 」

20252025

●問い合わせ先

南ふらのスキー場ロッジ ☎ 0167-52-2143

スキー場リフト運転室 ☎ 0167-52-2267( リフトの運行に関するお問合せ先 )

南富良野町振興公社 ☎ 0167-52-2100
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自
治
会
活
動
推
進
条
例
に
基

づ
く
「
移
動
町
長
室
」
が
10
月

30
日
の
落
合
地
区
を
皮
切
り
に

11
月
13
日
の
幾
寅
地
区
ま
で
、

町
内
４
地
区
の
会
場
で
開
催
さ

れ
、
47
名
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
移
動
町
長
室
は
、
行
政

の
執
行
状
況
な
ど
の
報
告
や
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の

方
々
の
意
見
や
提
言
を
直
接
お

聞
き
す
る
機
会
と
し
て
、
各
地

区
の
町
内
会
や
自
治
会
の
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　
各
会
場
で
は
、
髙
橋
町
長
の

挨
拶
後
、
各
課
長
等
か
ら
情
報

提
供
で
本
年
度
の
行
政
の
執
行

状
況
と
し
て
、
農
業
、
林
業
、

保
健
・
医
療
、
子
育
て
支
援
、

広
報
・
広
聴
、
道
路
、
消
防
・

救
急
、
町
の
重
点
施
策
で
あ
る

人
口
減
少
・
過
疎
化
対
策
、
時

代
の
潮
流
を
踏
ま
え
た
対
応
、

教
育
環
境
の
向
上
な
ど
の
ほ
か
、

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
主
な
事

業
や
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
懇
談
に
入
り
、
出

席
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
Ｊ

Ｒ
廃
線
の
跡
活
用
、
農
作
物
被

害
に
よ
る
鳥
獣
対
策
、
町
道
の

整
備
、
道
の
駅
な
ど
様
々
な
質

問
や
要
望
が
出
さ
れ
、
町
の
考

え
方
や
対
応
策
な
ど
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
要
望
な
ど
に
つ
い

て
は
、
そ
の
緊
急
度
や
効
果
な

ど
を
勘
案
し
、
財
源
の
許
す
限

り
実
現
化
に
向
け
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
編
で
は
、
移
動
町
長
室
で

皆
さ
ん
か
ら
お
伺
い
し
た
意
見
、

要
望
並
び
に
町
か
ら
の
回
答
に

つ
い
て
要
約
し
、
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
な
質
問
に
つ
い

て
は
、
ま
と
め
て
掲
載
し
ま
す
。

 

意
見
・
要
望 

　
冬
季
間
に
お
け
る
国
道
沿
い

横
断
歩
道
の
信
号
機
の
除
雪
を

お
願
い
し
た
い
。

 

回
答 

　
国
道
を
管
理
し
て
い
る
北
海

道
開
発
局
富
良
野
道
路
事
務
所

に
要
望
内
容
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
改
善
が
み
ら
れ
な
い
場
合

は
、
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
を
い

▼
落
合
地
区

   協働のまちづくりに向けて   協働のまちづくりに向けて

  令和７年度令和７年度　　 移 動 町 長 室 移 動 町 長 室

◆各地区開催状況
地 区 名 開 催 日 出 席 者

落 合 10 月 30 日 16 名

北 落 合 11 月 06 日 09 名

下 金 山 11 月 12 日 18 名

幾 寅 11 月 13 日 04 名
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た
だ
き
た
い
。

 

意
見
・
要
望 

　
冬
に
な
る
と
陸
橋
の
階
段
が

滑
っ
て
危
な
い
の
で
、
陸
橋
を

修
繕
す
る
か
線
路
を
歩
か
せ
て

も
ら
う
よ
う
に
許
可
を
取
っ
て

ほ
し
い
。
歩
く
た
め
の
道
路
を

作
る
の
で
は
な
く
、
渡
る
許
可

を
Ｊ
Ｒ
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

 

回
答 

　
陸
橋
は
町
の
所
有
物
で
あ
り
、

修
繕
・
撤
去
ど
ち
ら
に
も
多
額

の
費
用
が
か
か
り
、
全
面
的
な

改
修
は
難
し
い
。
場
所
を
確
認

し
、
横
断
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

か
確
認
す
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
廃
線
に
伴
い
、
地
域
で
廃
線

跡
地
の
活
用
の
話
を
し
て
い
て
、

レ
ー
ル
バ
イ
ク
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
話
し
た

と
こ
ろ
、
線
路
使
用
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
問
題
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
河
川

敷
地
が
あ
り
、
河
川
占
有
許
可

を
Ｊ
Ｒ
で
取
得
し
て
い
な
い
た

め
事
業
が
で
き
な
い
状
態
の
た

め
、
町
で
取
得
で
き
な
い
か
。

 

回
答 

　
町
が
そ
の
土
地
を
取
得
す
る

と
な
る
と
維
持
管
理
な
ど
で
難

し
い
と
思
う
。
占
有
許
可
の
取

得
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
防
災
行
政
無
線
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
い
た
と
思
う
が
、

高
齢
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
「
扱

い
方
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
不

要
と
回
答
し
た
」
と
聞
い
た
。

高
齢
の
方
た
ち
も
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

 

回
答 

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
事

業
規
模
を
把
握
す
る
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
今
後
、
導
入
の

際
に
は
、
説
明
会
等
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
新
規
事
業
と
し
て
ベ
リ
ー
園

を
開
始
し
た
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ

の
被
害
が
出
て
い
る
。
農
家
以

外
で
も
購
入
費
用
助
成
の
対
象

に
な
る
の
か
、
町
で
貸
し
出
し

て
い
る
箱
罠
の
数
を
増
や
す
な

ど
の
対
策
を
教
え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
現
在
は
、
農
家
を
対
象
に
貸

し
出
し
て
い
る
が
、
箱
罠
の
在

庫
が
あ
れ
ば
農
家
以
外
の
方
に

も
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

助
成
対
象
に
つ
い
て
は
、
整
理

す
る
よ
う
に
す
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
空
知
川
源
流
域
観
光
地
域
づ

く
り
包
括
連
携
協
定
の
内
容
を

教
え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
締
結
相
手
と
連
携
し
て
官
主

導
か
ら
民
主
導
の
観
光
地
域
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
町
で
所
有
し
て
い

る
旧
ロ
グ
ホ
テ
ル
ラ
ー
チ
の
再

利
用
や
落
合
地
区
に
は
多
く
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
が
い
る
の

で
空
知
川
源
流
域
を
活
用
し
た

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
企
画
し
、
観
光
振
興
を
進
め

て
い
く
と
い
う
内
容
に
な
っ
て

い
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
10
月
の
強
風
で
倒
木
の
撤
去

な
ど
、
早
急
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も

倒
木
し
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の

で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
回
答 

　
停
電
の
危
険
も
あ
る
の
で
今

後
も
北
電
と
連
携
し
て
確
認
に

つ
と
め
る
。
ま
た
、
危
険
な
木

を
発
見
し
た
場
合
は
、
防
災
安

全
推
進
室
ま
で
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
た
い
。

　
町
で
は
家
庭
用
発
電
機
を
備

え
て
い
る
の
で
停
電
の
際
に
は

必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
東
幾
寅
道
路
の
拡
幅
予
定
が

あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
令
和
８
年
度
に
予
算
計
上
す

る
よ
う
計
画
中
で
あ
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
夏
季
に
な
る
と
落
合
に
下
り

る
道
に
ア
ウ
ト
ド
ア
業
者
の
車

や
団
体
の
バ
ス
が
何
台
も
連

な
っ
て
停
車
し
て
い
て
、
中
に

は
カ
ー
ブ
で
停
ま
っ
て
い
る
車

も
あ
る
。
通
行
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。 

回
答 

　
関
係
業
者
に
地
域
の
交
通
安

▼
北
落
合
地
区

落合地区移動町長室落合地区移動町長室
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全
を
守
る
よ
う
伝
え
え
る
よ
う

に
す
る
。

意
見
・
要
望 

　
洗
車
帯
が
あ
る
が
、
北
落
合

か
ら
下
り
る
道
側
に
し
か
設
置

さ
れ
て
い
な
い
。
設
置
理
由
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
平
成
16
年
に
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
が
発
生
し
、
そ
の
対
策

と
し
て
洗
車
帯
を
設
置
し
た
。

車
両
洗
浄
を
し
て
い
た
だ
き
、

洗
車
帯
を
通
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
他
地
域
へ
の
拡
散
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
拡
散
防
止
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
・
要
望 

　
昨
年
か
ら
土
地
の
交
換
分
合

を
行
っ
た
。
効
率
化
を
図
る
た

め
に
今
後
も
広
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
。

 

回
答 

　
今
後
も
地
区
全
体
な
ど
を
見

渡
し
て
農
業
委
員
会
で
協
議
を

行
う
ほ
か
、
地
域
の
意
向
も
踏

ま
え
て
協
議
し
て
い
く
。

意
見
・
要
望 

　
放
棄
地
が
あ
っ
た
場
合
、
農

業
者
に
対
し
何
か
対
策
は
行
う

の
か
。

 

回
答 

　
農
業
委
員
会
で
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
農
業
委
員
会
と
相
談
し
な
が

ら
、
改
善
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

意
見
・
要
望 

　
特
産
品
で
販
売
し
て
い
る
バ

タ
じ
ゃ
が
は
、
地
元
の
馬
鈴
薯

の
使
用
割
合
が
少
な
い
と
聞
い

た
。
現
状
で
は
男
爵
が
作
り
に

く
く
、
地
元
の
特
産
物
と
し
て

販
売
す
る
の
で
あ
れ
ば
別
の
品

種
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
ま
た
、
種
芋
の
入
手
が
困

難
で
、
作
付
け
も
減
少
し
て
い

る
。

 

回
答 

　
男
爵
以
外
の
品
種
や
地
元
の

馬
鈴
薯
を
使
っ
た
も
の
で
バ
タ

じ
ゃ
が
を
作
れ
な
い
か
と
模
索

し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
種
芋
確

保
や
生
産
体
制
の
現
状
を
調
査

を
行
い
、
議
論
し
て
い
く
。

意
見
・
要
望 

　
町
公
式
ラ
イ
ン
で
ゴ
ミ
の

日
の
お
知
ら
せ
や
ホ
ク
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
チ
ラ
シ
を
配
信
は
、

会
社
で
雇
っ
て
い
る
外
国
人
に

対
し
周
知
で
き
る
の
で
非
常
に

助
か
っ
て
い
る
。
次
年
度
以
降

も
配
信
を
お
願
い
し
た
い
。

 

回
答 

　
今
後
も
配
信
し
て
い
く
の
で

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
・
要
望 

　
子
ど
も
と
支
援
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
た
際
に
消
防
車
や
救
急

車
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

子
ど
も
も
非
常
に
喜
ん
で
い
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ

し
い
。

 

回
答 

　
今
後
も
子
ど
も
達
が
喜
ぶ
よ

う
な
機
会
を
設
け
た
い
。

意
見
・
要
望 

　
10
月
18
日
に
植
樹
祭
に
参
加

し
た
が
、
そ
の
日
が
小
学
校
の

学
芸
会
と
日
程
が
重
な
っ
て
い

た
。
ど
ち
ら
に
も
参
加
し
た
い

家
庭
な
ど
あ
る
と
思
う
の
で
、

今
後
は
日
程
が
重
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
今
後
は
、
日
程
が
重
な
ら
な

い
よ
う
調
整
す
る
。

意
見
・
要
望 

　
毎
年
ど
こ
か
し
ら
故
障
し
自

前
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
を

行
っ
て
い
る
。
予
備
車
両
を
用

意
し
て
も
ら
う
か
、
車
両
の
入

れ
替
え
な
ど
を
検
討
し
て
ほ
し

い
。

 

回
答 

　
除
雪
車
の
貸
し
出
し
前
に
は
、

点
検
に
出
し
て
か
ら
貸
し
出
す

よ
う
に
し
て
い
る
が
、
消
耗
品

に
関
し
て
は
、
故
障
し
た
際
、

そ
の
都
度
修
繕
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　
予
備
の
除
雪
車
は
１
台
あ
る

が
、
道
道
用
の
除
雪
車
両
に
な
っ

て
い
る
。
令
和
８
年
度
に
戻
っ

て
く
る
の
で
予
備
車
両
を
確
保

で
き
る
予
定
で
あ
る
。

意
見
・
要
望 

　
今
年
も
鹿
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
出
て
い
る
。
鹿
が
侵
入
し

な
い
よ
う
に
門
扉
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。
門
扉
の
設
置
が
難
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
鹿
が
嫌
が
る

グ
レ
ー
チ
ン
グ
な
ど
の
設
置
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
併
用
林
道
や
国
有
林
な
ど
に

設
置
と
な
る
と
協
議
が
必
要
だ

と
思
う
。
個
々
に
現
場
を
確
認

し
、
設
置
の
可
否
に
つ
い
て
協

北落合地区移動町長室北落合地区移動町長室
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議
し
て
い
き
た
い
。

意
見
・
要
望 

　
10
月
の
大
雨
の
際
に
町
道
の

排
水
溝
に
泥
が
詰
ま
っ
て
、
水

が
抜
け
な
い
の
で
整
備
を
し
て

ほ
し
い
。

 

回
答 

　
排
水
溝
に
詰
ま
っ
た
も
の
は

町
で
対
処
す
る
が
、
農
作
業
後

に
道
路
を
走
行
す
る
際
は
、
タ

イ
ヤ
の
泥
を
落
と
す
な
ど
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

意
見
・
要
望 

　
線
路
用
地
の
木
が
長
く
な
っ

て
、
電
線
に
か
か
っ
て
い
る
。

何
か
対
処
し
て
い
た
だ
け
る
の

か
。

 

回
答 

　
木
を
伐
採
す
る
な
ど
の
対
処

を
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に
要
請
し
て

い
く
。

意
見
・
要
望 

　
鹿
を
捕
獲
し
た
と
し
て
も
運

搬
な
ど
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
。
捕
獲
後
の
処
理
や
運
搬

な
ど
を
行
え
る
担
い
手
も
今
後

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

回
答 

　
来
年
度
、
狩
猟
免
許
所
有
者

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

町
内
全
体
の
見
回
り
や
箱
罠
の

管
理
な
ど
、
全
体
的
に
対
応
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

意
見
・
要
望 

　
国
道
の
交
差
点
で
視
界
不
良

の
と
こ
ろ
が
あ
り
運
転
に
支
障

と
な
っ
て
い
る
。

 

回
答 

　
早
急
に
場
所
を
確
認
し
て
、

関
係
機
関
に
要
請
す
る
。

意
見
・
要
望 

　
吊
り
橋
が
長
年
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
し

て
い
く
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
橋
梁
点
検
を
行
い
、
危
険
と

の
結
果
が
出
て
い
る
。
更
新
す

る
に
も
撤
去
す
る
に
も
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
通
行

止
め
と
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
撤
去
し
た
い
。

意
見
・
要
望 

　
多
目
的
セ
ン
タ
ー
前
で
交
通

事
故
が
多
い
。
周
辺
の
民
家
に

車
が
突
っ
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
事
故
防
止
の
看

板
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
警
察
や
国
道
を
管
理
す
る
開

発
局
に
要
請
す
る
。

意
見
・
要
望 

　
バ
ス
転
換
後
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
金
山
富
良
野
線
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
が
少
な
い
が
、
ト
マ
ム

線
に
つ
い
て
は
、
約
１.

５
倍
増

え
て
い
る
。
今
後
も
バ
ス
を
ご

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
・
要
望 

　
利
用
者
が
少
な
い
の
で
あ
れ

ば
減
便
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

 

回
答 

　
現
段
階
で
は
、
減
便
は
考
え

て
い
な
い
。

意
見
・
要
望 

　
農
産
物
直
売
所 

作
倶
楽
の
今

後
の
予
定
を
教
え
て
ほ
し
い
。 

回
答 

　
現
在
、
建
て
替
え
る
べ
く
実

施
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
建
物

の
大
き
さ
や
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
方
々
な
ど
と
協
議

を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
作

倶
楽
や
自
治
会
の
方
々
と
内
部

の
配
置
な
ど
の
協
議
を
行
っ
て

い
く
。
地
元
で
採
れ
た
も
の
を

食
べ
れ
る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
や
地

域
の
方
々
が
集
ま
れ
る
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

意
見
・
要
望 

　
マ
イ
ナ
救
急
で
は
、
健
康
保

険
証
に
紐
づ
け
し
な
い
と
利
用

で
き
な
い
み
た
い
だ
が
、
町
内

で
紐
づ
け
し
て
い
る
方
の
割
合

を
教
え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
者
数
は
町
で
把
握
し
て
い
る

が
、
紐
づ
け
者
数
は
個
人
で
の

設
定
に
な
る
た
め
把
握
で
き
な

い
。

意
見
・
要
望 

　
道
の
駅
フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
現

在
１
店
舗
空
き
状
態
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活

性
化
を
考
え
て
い
る
の
か
教
え

て
ほ
し
い
。
店
舗
の
方
も
冬
は

お
客
さ
ん
が
来
な
い
か
ら
店
を

閉
め
る
の
で
は
な
く
、
観
光
客

の
た
め
や
ホ
テ
ル
な
ど
も
あ
る

の
で
営
業
を
続
け
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
町
と
し
て
は
、
通
年
で
営
業

▼
下
金
山
地
区

下金山地区移動町長室下金山地区移動町長室
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し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

冬
季
間
の
営
業
や
空
き
店
舗
に

つ
い
て
は
、
現
在
関
係
者
会
議

で
協
議
し
て
い
る
。

意
見
・
要
望 

　
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
も
上
が

り
観
光
客
が
多
く
来
て
く
れ
て

い
る
と
思
う
。
交
通
安
全
や
景

観
の
た
め
に
も
町
道
の
草
刈
り

の
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
状
況
を
確
認
し
つ
つ
柔
軟
に

対
応
す
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更

新
を
し
た
い
が
、
写
真
を
ど
こ

で
撮
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
の
で
教
え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
役
場
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

無
料
で
撮
影
し
、
更
新
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
国
道
沿
い
に
花
を
設
置
し
て

も
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
色
ん
な
団
体
で
環
境
美
化
活

動
を
し
て
い
て
連
携
や
一
元
化

を
し
て
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
予

算
も
大
き
く
な
り
、
良
い
の
で

は
と
思
う
。

 

回
答 

　
美
化
活
動
を
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
か
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
今

後
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

 

意
見
・
要
望 

　
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
２
階
は

今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
教

え
て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
現
在
、
農
協
の
事
務
所
と
会

議
室
が
あ
り
、
今
後
別
の
場
所

に
新
事
務
所
を
建
設
し
、
来
年

７
月
頃
に
移
転
す
る
予
定
と
農

協
か
ら
聞
い
て
い
る
。
今
年
度

中
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
活
用
方

法
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。
皆
さ
ん
が
集

え
る
よ
う
な
場
所
を
作
れ
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
移
動
町
長
室
の
周
知
が
お
知

ら
せ
版
で
し
か
広
報
さ
れ
て
い

な
い
。
期
間
が
空
く
と
忘
れ
て

し
ま
う
の
で
、
実
施
日
の
10
日

前
ぐ
ら
い
に
再
度
周
知
し
て
ほ

し
い
。

 

回
答 

　
次
年
度
は
、
回
覧
板
や
ラ
イ

ン
な
ど
複
数
の
手
段
を
活
用
し

て
周
知
す
る
よ
う
に
す
る
。

 

意
見
・
要
望 

　
町
内
の
外
国
人
就
労
者
は
全

町
で
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
、

今
後
も
増
え
て
い
く
の
か
教
え

て
ほ
し
い
。

 

回
答 

　
農
協
の
選
果
場
や
色
々
な
と

こ
ろ
で
通
年
働
い
て
お
り
、
約

１
０
０
名
い
る
。
外
国
人
が
事

業
所
に
勤
め
る
と
き
に
は
、
事

業
所
か
ら
届
出
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
町
か
ら
の
お
願
い
事
は
、

事
業
所
を
通
し
て
お
話
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
南
富
良
野
町
ら
し
い
外
国
人

と
の
付
き
合
い
方
、
向
き
合
い

方
を
町
内
会
が
接
着
剤
と
な
っ

て
進
め
て
く
れ
た
ら
と
思
う
。

 

意
見
・
要
望 

　
雪
の
な
い
国
か
ら
来
て
い
る

方
も
い
る
の
で
過
去
に
ス
キ
ー

を
教
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ス

キ
ー
指
導
員
会
で
も
教
え
て
も

い
い
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
せ
っ

か
く
ス
キ
ー
場
も
あ
る
の
で
、

ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
に
町
に
馴

染
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
い
い

と
思
う
。

 

回
答 

　
い
い
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
検
討
し
た
い
。

 

意
見
・
要
望 

　
道
の
駅
前
の
駐
車
場
は
、
駐

車
台
数
が
増
え
る
の
か
。

 

回
答 

　
旧
24
時
間
ト
イ
レ
の
と
こ
ろ

も
駐
車
場
と
な
る
の
で
、
増
え

る
予
定
で
あ
る
。

▼
幾
寅
地
区

幾寅地区移動町長室幾寅地区移動町長室
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地域おこし協力隊活動記 24地域おこし協力隊活動記 24

　本町では、７名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。

  　和
い ず み

泉　昌
まさゆき

孝 隊員（観光推進員）

　いつもお世話になっております観光協会の和泉
でございます。
　町民の皆様、新年あけましておめでとうございま
す。本年もよろしくお願いいたします。
　夏のイベントも嵐のように去り秋には富良野美
瑛広域観光推進協議会の代表としてツーリズム
EXPO ジャパン愛知 2025 に参加させていただきま
した。国内最大級の旅の祭典である旅行博には 4
日間で来場者数 127,677 名と沢山のお客様、観光
関連事業者の来場に改めて驚く結果でありました。
前半 2 日間は、国内外の旅行会社や WEB 制作会社
等との商談会に参加し、他業種の方々と商談させて
いただきました。今求められているモノが何であるか、当町含め富良野美瑛管内に何が足りていないも
のかを聞き取る事が出来、改めて考えさせられる時間となりました。当たり前であった観光地から特別
感のある素材、体験が今後旅の目的の主となり高付加価値ニーズが更に活性化すると推測できます。今
後の広域観光連携事業においても持ち帰り協議しております。
　後半 2 日間は、一般客の来場日となり沢山のお客様が北海道ブースへお越しになられました。やはり
北海道は人気の観光大国であると再認識致しました。
　私事ですが、協力隊任期 3 年目の最終年となります。1 年無駄にする事なく町の観光推進に精進して参
ります。どうぞよろしくお願いいたします。

南富良野町公式アカウントの登録をお願いします南富良野町公式アカウントの登録をお願いします
　南富良野町公式アカウントの登録をお願いします。Instagram、Facebook、Ｘ（旧 Twitter）を活用して、
南富良野町の魅力や最新情報をお届けしています。
　Instagram、Facebook、Ｘでは、町外の方々に向けた南富良野町の素敵な情報を共有しています。ぜひご
登録ください。

Instagram facebook X

https://www.instagram.com/minamifurano_town?igsh=MWYxZjI1Y3ZyYzRpZQ%3D%3D
https://www.facebook.com/town.minamifurano?mibextid=wwXIfr&rdid=36p1n0l27wrnAf8h&share_url=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2Fshare%2F1Jgw9r4rmk%2F%3Fmibextid%3DwwXIfr#
https://x.com/nanpu_town?s=21&t=j8oDz9vz6UD87WuKxjoSkA
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「みなみふらの」の 2025 年を振り返って「みなみふらの」の 2025 年を振り返って
昨年は、皆さんのご家庭や職場では、どんな１年でしたでしょうか。新春特集として、2025 年昨年は、皆さんのご家庭や職場では、どんな１年でしたでしょうか。新春特集として、2025 年

の主な出来事を振り返ってみました。の主な出来事を振り返ってみました。

１月 ２月

4 日　消防出初式 1 日　かなやま湖畔アイスキャンドルナイト
12 日　二十歳を祝う会 10 日　自衛隊協力会除雪ボランティア
27 日～ 27 日　本部町交流団来町 11 日　ジュニア・ジャイアントスラローム競技大会

３月 ４月

2 日　北海道赤十字スキーパトロール競技大会 14 日　空知川源流域観光地域づくり包括連携協定の締結
21 日　南富良野町農業セミナー 26 日　道の駅南ふらの物産センターリニューアルオープン
各保育所卒園式、各小学校・中学校・高校卒業式 保育所入所式、各小学校・中学校・高校入学式

５月 ６月

3 日　金山ダム桜まつり 1 日　農産物直売「作俱楽」今シーズンの営業開始
22 日　自治会代表者会議 24 日　株式会社タイミーと包括連携協定の締結
中学校体育祭 各保育所、各小学校運動会　

かなやま湖畔アイスキャンドルナイトかなやま湖畔アイスキャンドルナイト二十歳を祝う会二十歳を祝う会

北海道赤十字スキーパトロール競技大会北海道赤十字スキーパトロール競技大会 物産センターリニューアルオープン物産センターリニューアルオープン

「作俱楽」今シーズンの営業開始「作俱楽」今シーズンの営業開始金山ダム桜まつり金山ダム桜まつり
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７月 ８月

3 日　ちゅら海たっちゅうばーむ販売開始 9 日　こども七夕まつり
26 日　かなやま湖湖水まつり 22 日　次世代育成プロジェクト
高校学校祭 中学校・高校「１日防災学校」

９月 10 月

4 日　ホクレンショップ南ふらの店リニューアルオープン 11 日　町民マラソン大会
30 日　ログホテルラーチ閉業 18 日　フォレストタウン記念植樹祭
各小学校「１日防災学校」 幾寅保育所お遊戯会、南富良野小学校学芸会

11 月 12 月

9 日　高倉健さんを偲ぶ会 6 日　南富良野西小学校もちつき集会
30 日　防犯と交通安全の住民集会 9 日　スキー場安全祈願祭
金山保育所お遊戯会・南富良野西小学校学芸会 13 日　高校吹奏楽部定期演奏会

かなやま湖湖水まつりかなやま湖湖水まつり 次世代育成プロジェクト次世代育成プロジェクト

フォレストタウン記念植樹祭フォレストタウン記念植樹祭ホクレンショップ南ふらの店リニューアルオープンホクレンショップ南ふらの店リニューアルオープン

高倉健さんを偲ぶ会高倉健さんを偲ぶ会 スキー場安全祈願祭スキー場安全祈願祭

今
年
は
午う

ま

年

2026 年は午年。十二支の 7 番目に数えられています。
午年は、昭和 5 年・昭和 17 年・昭和 29 年・昭和 41 年・昭和 53 年・平成 2 年・平成 14 年・
平成 26 生まれの方々です。午年生まれの方の性格は、行動力があり、明るく社交的でリー
ダーシップを発揮するタイプといわれます。昭和 41 年：江崎グリコ「ポッキー」が発売、
昭和 53 年：成田国際空港が開港、平成 2 年：スーパーファミコンが発売、平成 14 年：日
韓共催サッカー W 杯で日本代表が初の 16 位、平成 26 年：消費税 5％から８％に増税など
の出来事がありました。
午年は「躍動」「飛躍」を象徴し、これまでの努力が実を結び、新しい挑戦が始まる年とも
言われます。困難を乗り越え、明るい未来へと進む一年になることを願っています。
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このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

令和７年度 札幌南ふらの会 総会を開催
 （11 月 14 日）

　11 月 25 日、札幌市において、会員 20 名が出席し、
令和 7 年度札幌南ふらの会（星澤幸子 会長）の総会が開
催されました。
　総会には髙橋町長をはじめ、来賓 9 名が出席。髙橋町
長の挨拶に続き、前年度の決算報告、今年度の事業計画
および活動計画について協議が行われ、承認されました。
　総会終了後は懇親会が開かれ、町議会の酒井議長によ
る祝盃で幕を開け、久しぶりの再会を楽しみました。故
郷の思い出話に花を咲かせるとともに、現状の南富良野
について語り合い、交流を深めるひとときとなりました。

地域経済を守るために－商工会が町へ要望
（11 月 27 日）

　町商工会（小泉憲勝 会長）は、「商工会に対する市町
村補助金についての要望書」を岩渕副町長と町議会総務
常任委員会の大西委員長に提出しました。
　要望書には、次年度の経営改善普及事業並びに地域振
興事業への助成、事務局長設置に関する助成、中小企業・
小規模事業者への金融支援のほか、小規模事業者の振興
に関する条例の制定、移住・交流事業に関する支援の 6
項目が盛り込まれています。
　商工業の振興は町の重要な施策であるため、新年度の
予算編成において検討していきます。

南富良野中学校吹奏楽部
ミニコンサート開催   　　    （11 月 29 日）

　南富良野中学校吹奏楽部によるミニコンサートが、同
校多目的ホールで行われました。会場には保護者や地域
の方々が訪れ、生徒たちの演奏に耳を傾けました。
　今回のコンサートでは、中学校吹奏楽部の演奏に加え、
高等学校吹奏楽部との合同演奏も披露され、迫力あるサ
ウンドと息の合ったハーモニーが会場を包み込みました。
　観客からは「地域と学校のつながりを感じる素敵な時
間だった」といった声が寄せられ、音楽を通じた交流の
場となりました。
　生徒たちの奏でる音楽が、地域に笑顔と感動を届けた
ひとときとなりました。
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町農業委員会、農業振興施策の
建議書を提出　　　　　　　（12 月 4 日）
　町農業委員会（武田伸一 会長）は、「農業振興施策に関
する建議書」を髙橋町長に提出しました。
　建議書では、次年度以降の鳥獣被害対策や持続的な営農
を図るための基盤整備の促進、スマート農業導入に対する
支援の継続、農地所有適格法人設立支援、国内外への地元
農産物のイメージアップのほか、担い手対策や地域が目指
すべき農地利用の姿を明確化にした「地域計画」に基づく
取り組みなど、6 項目にわたる意見が述べられました。
　町では、これらの意見を踏まえ、地域農業の持続的な発
展に向けた施策を検討し、農業者とともに未来を築いてい
きます。

高校生と警察が連携　
犯罪被害者支援を呼びかけ（11 月 30 日）
　高校ボランティア同好会と富良野警察署が協力し、犯罪
被害者支援を呼びかける街頭啓発活動を道の駅南ふらので
行いました。
　今回参加した関口クララさん（１年）は「犯罪被害は自
分も遭う可能性があるので、たくさんの人を助けられるよ
うになりたいと思い、実施しました」と語り、さらに「町
内出身じゃないけど、優しい方ばかりでチラシを渡しやす
かった」と笑顔を見せました。
　富良野警察署の大西警務課長は「今後も高校生と連携し、
地域の方々に関心を持っていただきたい」と話し、活動の
継続に意欲を示しました。
 今回の取り組みは、地域の安全を守るために若い力が積
極的に関わる、心強い一歩となりました。

課題をチャンスに変える !　
「南富の未来セミナー」開催     （12 月 1 日）

　まちづくり観光協会と町商工会の共催による「南富の未
来セミナー」が開催されました。
　第 1 回目は「南富良野の未来をつくる地域課題解決型
ビジネスの作り方」と題し、総務省地域情報化アドバイザー
などを務める森戸裕一さんが講演を行いました。
　講演では、地域に存在する課題を「プレミアムな価値」
に変えていく発想や、地域資源を活かしたビジネスモデル
の構築について紹介され、約 40 名の参加者たちは熱心に
耳を傾けました。
　なお、1 月・2 月にも別テーマでの講演が予定されてい
ます。地域の未来を考える貴重な機会ですので、ぜひご参
加ください。

次回セミナーの申込みはこちらから次回セミナーの申込みはこちらから

https://sgfm.jp/f/nampu


2020広報みなみふらの 2026.1

町の文化財や史跡について紹介します町の文化財や史跡について紹介します

第 25回目は、第 25回目は、「開基の碑」「開基の碑」です。です。

※第24回目「鹿越駅逓所跡」は令和 7年 9 月号に掲載しています※第 24回目「鹿越駅逓所跡」は令和 7年 9 月号に掲載しています

　　

南富良野町奨学資金貸付のお知らせ南富良野町奨学資金貸付のお知らせ
　町 ( 教育委員会 ) では、高校生以上の在学者で経済的事情により修学困難な方に対し、奨学資金の貸付を行っ　町 ( 教育委員会 ) では、高校生以上の在学者で経済的事情により修学困難な方に対し、奨学資金の貸付を行っ
ています。ています。
　　〇貸付条件　・親権者もしくは、これに代わるべき方が町内に居住していること　　〇貸付条件　・親権者もしくは、これに代わるべき方が町内に居住していること
　　　　　　　　・成績優秀、素行善良で学校長が推薦する方であること　　　　　　　　・成績優秀、素行善良で学校長が推薦する方であること
　　　　　　　　・経済的理由により、修学が困難な方であること　　　　　　　　・経済的理由により、修学が困難な方であること
　　〇貸付金額 ( 在学期間中 )		  ・高等学校生徒　      　　月額　25,000 円以内　　〇貸付金額 ( 在学期間中 )		  ・高等学校生徒　      　　月額　25,000 円以内
				    　　	 ・専門・専修学校生　 　 月額　50,000 円以内				    　　	 ・専門・専修学校生　 　 月額　50,000 円以内
				    　　	 ・短期大学生・大学生  　月額　50,000 円以内				    　　	 ・短期大学生・大学生  　月額　50,000 円以内
				    　　	 ※高等工業専門学校に在学する生徒にあたっては、高等学校生徒およ				    　　	 ※高等工業専門学校に在学する生徒にあたっては、高等学校生徒およ
					     　び大学生に準じます。					     　び大学生に準じます。
　　〇　　〇償 還 方 法償 還 方 法　貸付終了の月の翌日から起算して 1 年を経過した後、5 年以内の償還になります。ただし、　貸付終了の月の翌日から起算して 1 年を経過した後、5 年以内の償還になります。ただし、
　　　　　　　　　   在学中に貸付を終了した場合は卒業した月の翌日から起算します。　　　　　　　　　   在学中に貸付を終了した場合は卒業した月の翌日から起算します。
		  　　  奨学資金の貸付は無利子です。		  　　  奨学資金の貸付は無利子です。
　　〇　　〇貸 付 の 申 請貸 付 の 申 請　奨学資金貸付を希望される方は「貸付申請書」に「在学学校長の推薦書」「成績証明書」「住　奨学資金貸付を希望される方は「貸付申請書」に「在学学校長の推薦書」「成績証明書」「住
　　　　　　　　　  民票抄本」を添えて、奨学資金を受けようとする 1 ヶ月前までに教育委員会総務係に提出　　　　　　　　　  民票抄本」を添えて、奨学資金を受けようとする 1 ヶ月前までに教育委員会総務係に提出
　　　　　　　　　  願います。「貸付申請書」「在学学校長の推薦書」は、教育委員会に備え付けています。　　　　　　　　　  願います。「貸付申請書」「在学学校長の推薦書」は、教育委員会に備え付けています。
　　　　　　　　　  なお、貸付にあたっては、保証人（町内に居住し、独立の生計を営む成年者 2 人）が必要です。　　　　　　　　　  なお、貸付にあたっては、保証人（町内に居住し、独立の生計を営む成年者 2 人）が必要です。

●ご不明な点は上記、連絡先までお問い合わせください●●ご不明な点は上記、連絡先までお問い合わせください●

総務係・生涯学習係
☎52-2145教 委 員 会 通 信育

英会話教室受講生募集中
日常英会話編Ⅲ

○開 催 日　令和８年 2 月２日、９日、16 日

○内 容　緊急電話、旅行など

○申込締切  令和８年１月 23 日（金）まで

　碑文　「南富良野町は明治 24 年（1891）砂金採取者が日高山脈を越えて金山に入地し、茅屋を建て
たことに始まる。爾来、幾寅地区の開拓をはじめ落合、鹿越、金山、下金山、東鹿越、北落合へと入
植が進み各集落が形成された。この間、酷寒風雪とたたかいながら不撓不屈の精神をもって、南富良
野町開拓の礎を築かれた先人の偉業に感謝を捧げ、その業績を後世に伝えていくため、開基 100 年を
記念してここに開基の碑を建立する。」　平成 2 年 12 月　南富良野町
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交
通
安
全
講
話
・
薬
物
乱
用
防
止
講
話

～
安
全
で
健
全
な
生
活
を
め
ざ
し
て
～

　
11
月
21
日
、
本
校
体
育
館
に
お
い
て

「
交
通
安
全
講
話
」
お
よ
び
「
薬
物
乱

用
防
止
講
話
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
講

師
と
し
て
、
幾
寅
駐
在
所
の
宮
澤
所
長

を
お
迎
え
し
、
地
域
の
安
全
を
日
々
支

え
て
お
ら
れ
る
立
場
か
ら
、
交
通
安
全

と
薬
物
問
題
に
つ
い
て
丁
寧
で
わ
か
り

や
す
い
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
交
通
安
全
講
話
で
は
、
地
域

で
実
際
に
起
き
て
い
る
交
通
事
故
の
傾

向
や
高
校
生
が
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
危

険
場
面
に
つ
い
て
具
体
的
な
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
歩
行
時
や
自
転
車
利
用
時

の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操

作
な
ど
「
な
が
ら
行
動
」
が
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。
自
分
の
身
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
周
囲
の
安
全
に
も
配
慮
す
る
こ
と

が
、
高
校
生
と
し
て
求
め
ら
れ
る
交
通

マ
ナ
ー
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て

は
、
薬
物
が
心
身
に
及
ぼ
す
深
刻
な

健
康
被
害
に
加
え
、
社
会
生
活
や
人
間

関
係
を
破
壊
し
て
い
く
危
険
性
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な
が
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
安
易
な
好
奇
心
や

誘
い
に
対
し
て
「
断
る
力
」
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
、
生
徒
た
ち

は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
薬
物
乱
用
の
問
題
は
遠
い
世
界
の

も
の
で
は
な
く
、
誰
の
身
近
に
も
起
こ

り
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
意
識
を
深

め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
話
後
に
は
、
交
通
安
全
宣
言
を
岡

教
諭
が
、
薬
物
防
止
宣
言
を
阿
部
生
徒

会
長
が
行
い
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
言
葉
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
自
ら
の
生
活
を
見
つ
め
直
し
、
安

全
で
健
全
な
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の

意
識
を
高
め
る
、
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
今
回
の
講
話
を
通
し
て

得
た
学
び
を
日
常
生
活
に
生
か
し
、
自

分
自
身
と
周
囲
の
安
全
を
守
る
高
校
生

と
し
て
の
自
覚
を
さ
ら
に
育
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

社
会
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

　
南
富
良
野
中
学
校
は
、
９
月
20
日

に
第
21
回
学
校
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
鈴
木
教
育
長
を
は
じ
め
、
教
育

委
員
、
町
内
各
学
校
長
等
の
ご
来
賓
、

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
保
護
者
、
地

域
の
皆
様
に
ご
来
校
い
た
だ
き
、
観

客
１
０
０
人
の
前
で
日
頃
の
学
習
の

成
果
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
演
劇
や
意
見
発
表
・
英
語
発
表
・

合
唱
・
有
志
発
表
、
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
南
富
良

野
っ
子
ら
し
さ
を
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
重
点
目
標

「
自
律
・
創
造
・
挑
戦
」
を
達
成
し

つ
つ
あ
る
生
徒
の
成
長
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
学

校
祭
の
取
組
で
得
ら
れ
た
成
果
を
も

と
に
、
教
職
員
一
丸
と
な
り
、
資
質
・

能
力
の
育
成
を
願
い
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

　
学
校
祭
後
も
様
々
な
行
事
・
学
習

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
２

学
年
で
は
、「
職
業
体
験
学
習
」
を

町
内
の
各
事
業
所
等
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。
ご
指
導
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
11
月
29
日
の
地
域
参

観
日
に
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間

発
表
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

度
生
徒
が
地
域
で
学
習
し
て
き
た
福

祉
・
環
境
・
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
、

学
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
来

年
も
た
く
さ
ん
の
ご
来
校
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
生
徒
は
、
ふ
る
さ
と
南

富
良
野
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

令和７年１２月２５日発行　　南　　富　　高　　新　　聞　　第　１０４　号
南
富
高
新
聞

南
富
高
新
聞

第104号
発　行

南富良野高等学校

▶▶▶南富良野中学校▶▶▶
   シリーズ 学校だより

各学校の取り組みを紹介します。
237
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 しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX 52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和７年１月１日～令和７年１１月３０日 )
○救急出動　１２９件（うちドクターヘリ要請件数 ９件）
○火災出動　　　１件（うち他市町村応援出動　　 １件）
○救助出動　　　２件

リチウムイオン電池の取扱いに注意！

近年、リチウムイオン電池による火災件数は増加傾向にあり、その中でもモ
バイルバッテリーによる発火が多く報告されています。発火や爆発の主な原
因は、リチウムイオン電池の劣化や安全装置の不備などです。充電スピード
の遅延、異常な発熱、バッテリー部分の膨張といった症状が見られる場合は、
バッテリーの劣化が進んでいる可能性があります。
その際は、なるべく早めに買い替えることが安全です。

確認しよう！

【使用の際のポイント】 

（１）強い衝撃や圧力を加えないようにしましょう

（２）高温になる場所では使用・保管しないようにしましょう 

（３）充電は安全な場所でなるべく起きてる時に行いましょう 

（４）異常を感じたら使用を中止しましょう 

（５）発火した時は安全を確保し、大量の水で消火しましょう 

 
【廃棄の際のポイント】 

（１）リチウムイオン電池が使用されてるかを確認しましょう 

（２）リサイクル可能なものは、リサイクルしましょう 

（３）廃棄方法を確認して、廃棄しましょう 

（4）廃棄する前にはなるべく電池を使い切りましょう

※使用済みの電池類は、役場、保健センターみなくる、幾寅郵便局、株式会社
　山下電機、各地区公民館に設置している回収ボックスへお持ちください。
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　　あけましておめでとうございます。今年も南富良野町の子ども達が明るく健やかな 1 年を
過ごせますよう願っています。また、子ども達の成長を見守り、保護者の皆さんを応援でき
る支援センターづくりをしていきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

ふわふわ、もちもちの赤ちゃんの肌をママの
おててで優しくマッサージしました。

　ひわまり組は 11 月からお昼寝がなくなり、
就学に向けて支援センター室でその時間を勉強
や遊ぶ時間にあてて過ごしています。勉強をと
ても楽しみにしていて、毎日張り切って鉛筆を
持って課題に取り組み、少しずつ小学校への興
味が湧いてきている子ども達です！

　天気の良い日は外で遊んだり、屋内での遊び
を楽しみながら元気に過ごしています。先日は
お遊戯室で新聞紙遊びをし、みんなで協力して
新聞紙のテントを作りました。完成したテント
の中に入って秘密基地のようにして遊んでいた
子ども達です！

いらっしゃいませ～たこ焼き屋さんに変身！ソー
スと青のりかけて、「ハイ、できあがり！」

☆育児講演会（ベビーマッサージ）☆育児講演会（ベビーマッサージ）

☆ぷっこクラブ（くるみ園訪問）☆ぷっこクラブ（くるみ園訪問） ☆ぷっこクラブ（お店屋さんごっこ）☆ぷっこクラブ（お店屋さんごっこ）

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
〜☆★明るく元気な子に育ちますように☆★〜　　　　　         子育て支援センター　☎ 090-5985-4339

☆リサイクル市☆リサイクル市

子どものかわいい笑顔でおじいちゃん、おばあちゃ
んもニッコリ。和やかな時間になりました。

子育て家庭で不要になった子供服など、必要な方に譲る
リサイクル市。町のみんなで子育てをお手伝いします。
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□
発

行
／

南
富

良
野

町
役

場
　

編
集

／
企

画
課

 広
報

統
計

係
　

Tel.52-2115
□

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w.tow
n.m

inam
ifurano.hokkaido.jp

古
紙

配
合

率
60パ

ー
セ

ン
ト

の
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

★町内会に加入しましょう★

　町内会は、住民みんなで協力して地域をより快適

で住みやすくするための活動をしています。お祭り

やゴミステーションの清掃、防災活動、そして子ど

もたちや高齢者のサポートまで、暮らしのあらゆる

場面で関わっています。

　町内会に参加することで 温かい人間関係が築け

たり、 地域の課題をみんなで解決できます。

　地域の絆をさらに深め、より良いまちづくりにつ

ながります！ぜひ町内会に加わってみませんか？

問い合わせ先：企画課広報統計係　☎ 52 － 2115

　
　
　
　
　
　

（
令
和
７
年
11
月
末
日
現
在
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

人　

口　
　
　

２
，
１
７
１
人
（
△
４
）

　
　
　
　
　
　

男　
　
　
　

１
，
０
９
８
人
（
△
３
）

　
　
　
　
　
　

女　
　
　
　

１
，
０
７
３
人
（
△
１
）

　
　
　
　
　

世
帯
数　
　
　

１
，
２
７
４
戸
（
△
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

）
内
は
前
月
比

 

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

幾　

寅　

稲　

坂　
　

ヨ
シ
子
（
81
）

　
　
　
　

令
和
７
年
11
月
15
日
逝
去

　

　

幾　

寅　

吉　

田　
　
　
　

実
（
78
）

　
　
　
　

令
和
７
年
11
月
30
日
逝
去

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち

　

次
の
方
々
か
ら
寄
附
・
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
志
に
対
し
紙
上
を
も
っ
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

南
富
良
野
町
へ

○
下
金
山　

金
利
津
子
様
よ
り
故
金
強
様

生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て

十
万
円

○
幾

寅　

山
内
茂
樹
様
よ
り
こ
れ
ま
で

の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て

十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
落

合　

小
出
直
由
様
よ
り
故
小
出
登

子
様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て 

十
万
円

○
落

合　
（
株
）
小
出
百
貨
店
代
表
取

締
役 

小
出
直
由
様
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
の

運
営
に
活
用
す
る
寄
附
と
し
て

十
万
円

○
富
良
野
市　

富
良
野
地
方
物
産
振
興
会
様

よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
活
用
す
る
寄

附
と
し
て 

五
千
円

○
下
金
山　
（
株
）
永
井
工
務
店
代
表
取

締
役 

永
井
敏
広
様
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
の

運
営
に
活
用
す
る
寄
附
と
し
て 

十
万
円

一
味
園
・
か
ら
ま
つ
園
・
こ
ざ
く
ら
園
へ

○
旭
川
市　

佐

藤

好

美　

様

○
札
幌
市　

伊

藤

　

学　

様

○
下
金
山　

小

蕎

寿

子　

様

○
札
幌
市　

内

田

美

江　

様

○
幾

寅　

鎌　

田　

千
代
美　

様

○
北
広
島
市　

鳴

海

美

妃　

様

○
旭
川
市　旭

川
市
立
大
学
短
期
大
学
部　

様

○
東
川
町　東

川
国
際
文
化
福
祉
専
門
学
校　

様

○
音
更
町　

三

橋

重

子　

様

 

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
落　

合　
Ｒラ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ　

Ｓシ

ヴ

ァ

ン

シ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

　
　

 　
　
　
　

令
和
７
年
11
月
７
日
生
ま
れ

寄
附
・
寄
贈

寄
附
・
寄
贈


